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 第 3６号 

校長 久高利美子 

朝
の
「
読
み
語
り
」 

ＰＴＡの皆さんによる陸上部への激励会 が 15 日（土）にありました。前日から取りかかったという愛情いっぱいのカレーライス

とかき氷に選手のみんなも大満足。山入端ＰＴＡ会長の激励の言葉に応えられるよう、そして保護者のみなさまの激励に応えられる

ようがんばります。男女キャプテンとマネージャーから感謝の言葉とがんばりますの決意表明がありました。 

英
語
弁
論
大
会
地
区
予
選 

 

高
円
宮
杯
第
七
十
回
全
日
本
中
学
校
英

語
弁
論
大
会
国
頭
地
区
予
選
大
会
が
、
十
五

日
（
土
）
名
護
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
３
年
生
城
間
弘

奈
さ
ん
と
２
年
生
比
嘉
亜
寿
香
さ
ん
が
出

場
し
ま
し
た
。
好
き
な
英
語
を
通
し
て
、
何

か
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
、
夏
休
み
か
ら
英
語
科
の
晶
子
先
生
・
真

弓
先
生
・
登
紀
子
先
生
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
ロ
ベ
ル
ト

先
生
と
と
も
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
二
人

の
挑
戦
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
す
。 

「

可

能

性

を

信

じ

て 
B

e
lie

v
e
 

in
 

P
o
s
s
ib

ilitie
s

」・
・
・
比
嘉
亜
寿
香 

「
心
の
底
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す 

F
ro

m
 

th
e
 b

o
tto

m
 o

f m
y h

e
a
rt

」・
・
・
城
間

弘
奈 

 

十
九
日
（
水
）
朝
の
読
書
の
時
間
に
地
域
の
方
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

よ
る
読
み
語
り
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、 

・
東
文
子
さ
ん
『
い
の
ち
を
い
た
だ
く
』 
１
の
１ 

・
比
嘉
礼
子
さ
ん
『
不
思
議
な
マ
ジ
ッ
ク
』 
１
の
２ 

・
黒
木
聖
仁
さ
ん
（
名
護
警
察
署 

警
察
官
）「
被
害
者
遺
族
の
手
記
」

よ
り 

２
の
１ 

・
砂
川
千
賀
さ
ん
『
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
か
い
ぶ
つ
と
い
し
の
う
さ
ぎ
』
２
の
２ 

・
照
屋
る
み
子
さ
ん
『
オ
オ
カ
ミ
が
キ
ケ
ン
っ
て
ほ
ん
と
う
で
す
か
？
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
い
ち
に
ち
パ
ン
ダ
』 

２
の
３ 

・
仲
村
睦
与
さ
ん
『
し
に
が
み
さ
ん
』 

３
の
１ 

・
比
嘉
智
広
教
頭
先
生 

３
の
２ 

・
糸
数
郁
子
先
生
（
司
書
）『
こ
と
ば
の
い
ろ
』 

３
の
３ 

 

で
す
。 

 

名
護
警
察
署
の
黒
木
さ
ん
は
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
と
題
し

て
、
平
成
十
四
年
の
塩
竃
で
の
事
件
に
関
し
て
の
「
娘
を
亡
く
し
て
」
と

い
う
母
親
の
手
記
か
ら
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

「ことばのいろ」 

おーなり由子著 

もしもことばに色

や形があったら・・・ 


